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世界を変える行動人 

2024年までのロータリーの行動

計画は、「より大きなインパクト

をもたらす」、「参加者の基盤

を広げる」、「参加者の積極的

なかかわりを促す」、「適応力

を高める」ことです。 

表紙写真は、和歌山県日高川町 

  「みやま森林公園の藤棚」です。 ２０２２－２02３年度 テーマ 



国際ロータリー会長 

 シェカール・メータ 



ガバナー メッセージ 

2021-22年度 国際ロータリー第2640地区 

ガバナーエレクト 森本 芳宣  

5月は「青少年奉仕月間」です。 

 

 豊岡ガバナーの体調不良により代理でメッセージを書か

せてもらいます。 

 最近の地方紙の一面記事に「宇宙教育の推進へ」とありま

した。 

 県立串本古座高校に公立高校では全国初となる宇宙教育

専門コースが新設されるのを前に県と県教育委員会は宇宙

事業会社「スペースワン」と同校での宇宙教育活動の推進に

関する協定を締結した。とありました。 

 同町に日本初の民間小型

ロケット発射場を整備する同

社（発射場はすでに完成して

おり年末までの打上げを予

定している）と宇宙教育での

連携を深め、人材育成の強

化を目指し同校では本年度

から「総合的な探求の時間」

の一環として宇宙教育を展

開。さらに2024年度からは県

内外から宇宙に関心を持つ

生徒を募った宇宙教育専門

の「宇宙探求コース」を新設

するそうです。                                 

 我々2640地区 地元における人々、若者に大きな夢を イマジン する話だと思い

ました。 

2022-2023年度 ＲＩテーマ 

 
 

  



５月は 「青少年奉仕月間」 です。  地区青少年・ライラ委員長 橋本 竜也 

 ロータリーは、次世代のリーダーを育てることの大切さを信じています。私たちの
プログラムは、教育の機会を広げ、若い世代のリーダーがリーダーシップのスキルを
身につけ、奉仕の価値観を学べるよう応援します。 



青少年の保護 

ロータリーは、差別や身体的、精神的、性的な虐待のない、青少年にとって安全か

つ前向きな環境を育むことに努めています。 

青少年と接する際の行動規範に関する声明 

国際ロータリーは、ロータリーの活動に参加するすべての青少年のために安全な環境をつくり、こ

れを維持するよう努める。 ロータリー会員、そのパートナー、その他のボランティアは、接する児童

および青少年の安全を考え、肉体的、性的、あるいは心理的な虐待から身の安全を守るため、最善

を尽くさなければならない。 

虐待を防止するためのロータリーのアプローチ 

 若者と青少年プログラム参加者の安全と福利は、ロータリーの最優先事項です。 青
少年保護のためのロータリーのアプローチには、以下が含まれます。 

・青少年への虐待やハラスメントを一切容認しない 

・不正行為を防止し、青少年を含むプログラム参加者を巻き込んだ手なずけ行為や虐
待への対応方法に関する方針 

・青少年保護の研修を受ける義務（ガバナーエレクト向け） 

・性的虐待やハラスメントの報告を受けて対応する際に、トラウマを考慮したアプロー
チを用いる訓練された職員の起用 

・青少年交換に関与する地区に求められる参加資格認定プロセス： 

 虐待防止に関する学生、家族、ボランティア向けの研修 

 申請、犯罪歴確認、レファレンス確認を含む、ボランティアのスクリーニング 

 虐待やハラスメントをロータリーと地元警察に報告するためのプロセス 

 地区特有の青少年保護方針 

 ロータリー職員による現地評価（査察） 

青少年保護に関する懸念の報告 

 青少年保護に関する懸念を国際ロータリーに報告する。重要な責務となります。 

※詳しくは、https://my.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/youth-protection 

https://my.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/youth-protection


 4月10～14日にシカゴ（米国イリノイ州）で4日
間にわたって開かれた規定審議会は、新型コロナ
ウイルス流行が始まって以来初めてのハイブリッ
ド式国際会議となり、成功裏に終わりました。世界
中のロータリー地区代表議員約520名が出席し、
うち60％が対面式、残りがZoomを通じて参加しま
した。今回の規定審議会では、RI組織規定文書に
変更を加える90件以上の制定案が審議、投票さ
れました。 

 中でも注目された案件の一つに、バランスの取
れた会員基盤を築くための多様性の推進があり
ます。この制定案（インド［第3232地区］、
Annanagar Aadithyaロータリークラブにより提
案）が初日、420対56の大多数で可決されました。
改正後の国際ロータリー細則には次の文章が含
まれることとなります：「各クラブとローターアクト
クラブは、多様性、公平さ、インクルージョンを推
進するような均衡のとれた会員構成を構築する
よう努めるものとする」。ロータリーは、ジェン
ダー、人種、肌の色、信条、国籍、性的指向によりク
ラブへの入会を拒否することを禁じています。あ
らゆる文化、経験、アイデンティティの人のインク
ルージョン（包摂）および地域社会を反映させる
取り組みを組織として継続していくことを確認し
ました。 

クラブ管理の試験的プロジェクト 

 クラブとロータリアンのための新たな地域別ガ
バナンス構造をRI理事会が試験的に実施するこ
とを可能とする制定案については、活発な討論
が行われ、324対150で可決されました。この試験
的プロジェクトは、グレートブリテンおよびアイル
ランドのロータリー（RIBI）およびオーストラリア、
ニュージーランド、南太平洋諸国のクラブと地区
に限られ、その期間は6年となります。 

人頭分担金の増額 

 代表議員は、今後3年間の各年度の人頭分担金
の増額を承認しました。クラブがRIに支払う人頭
分担金は、2022-23年度には半年ごとに35ドル50
セントであり、その後、2023-24年度には半年ごと
に37ドル50セント、2024-25年度には半年ごとに
39ドル25セント、2025-26年度には半年ごとに41ド
ル00セントに増額します。「この人頭分担金の調
整は、最近の財務見通しの情報に基づいていま

す」とRI理事のエリザベス・ユーソビッチ氏は述
べ、会員の減少、収入の減少、インフレの変動がこ
の増額の要因であることを指摘しました。「この
案件が承認されれば、ロータリーは人道的ニーズ
に迅速かつ思いやりある対応ができるようになり
ます」 

ロータリーのデジタル版での購読義務は
否決 

 ロータリーには現在、世界各地に33の雑誌があ
ります。会員が雑誌の印刷版を要請しない限りデ
ジタル版での購読を義務づけるという制定案は、
代表議員によって否決されました。現在、すべて
のロータリー雑誌は、デジタル版購読を希望する
読者のための選択肢を設けることが義務づけら
れている、とアナンサナラヤナン S. "ベンキー" 
ベンカテシュRI理事は述べます。しかし、購読者
データによると、デジタル版を選択している人は
8％にすぎず、大多数は印刷版の購読を希望して
います。さらに最近の調査では、会員の70％近く
が紙の本や雑誌を読んでいると回答しました。 

ウクライナへの総立ちの拍手 

シェカール・メータRI会長は、ウクライナのリヴィウ
市から出席した代表議員、ヘナディ・クロイチック
氏を紹介。同氏は、戦争で破壊された同国を離
れ、審議会に出席するためにはるばるシカゴに
やって来ました。「非常に厳しい状況の中で職務
を果たし、ロータリーへのコミットメントを身をもっ
て示した」（メータRI会長）クロイチックさんに、場
内の出席者から総立ちの拍手が送られました。 

電子的な方針作成 

「2022年規定審議会では前例のないことが行わ
れました。Zoomを通じて全大陸から代表議員約
200名が審議に参加しました。時差があったにも
かかわらず、議論を行い、その場にいるかのよう
に投票を行いました。これは、電子的な方針作成
の最高のかたちといえます」とベントン議長は述
べます。「この達成は、対面式とハイブリッド式の
両方で審議会ができることを示しています」 
 

投票結果のダウンロードはこちら https://my-
cms.rotary.org/ja/document/vote-totals-2022
-council-legislation 

【ＲＩニュース】 

2022年規定審議会のハイライト 

「公平さとインクルージョン」をRI細則に加えることを採択 

https://my-cms.rotary.org/ja/document/vote-totals-2022-council-legislation
https://my-cms.rotary.org/ja/document/vote-totals-2022-council-legislation
https://my-cms.rotary.org/ja/document/vote-totals-2022-council-legislation


 私は、ウクライナ東部のドニプロという都市で
育ちました。父はウクライナ人、母はロシア人で
す。留学のため21歳で来日し、広島市内の会社に
勤めました。広島西南ロータリー会員である夫・雅
史と出会って、今では10代の息子3人を育ててい
ます。夫を通じてロータリーについて知り、7年ほ
ど前にベトナムに赴いてロータリーの孤児院支援
活動にも参加しました。 

 2年前から、末の息子のバイオリン留学のためド
イツに住んでいます。ウクライナでの恐ろしい戦
争が勃発したのは、2月下旬に日本に一時帰国し
ていたときです。ウクライナの親せきや親友たち
のことを考えると心配でたまりませんでした。
キーウやドニプロだけでなく、マリウポリとドネツ
クから脱出できずにいる知り合いもいます。 

 ウクライナの親戚に電話したところ、ドニプロ近
くの安全な地域に住んでいるいとこが、病院や避
難者・負傷者のための医療物資を集めていること
を知りました。紛争から逃れてきた避難民が次々
とドニプロに流れ込み、患者であふれ返る病院は
医療物資を切実に必要としていました。 

 第2710地区ガバナーである杉川聡さんのお声
がけでロータリーでスピーチを行い、人道的援助
を呼びかけました。これらのロータリーは既にウク
ライナのために募金やロータリー財団への寄付
を行っていました。 

 毎日大勢の人が命を落とし、状況が日に日に悪
化する中、私は、支援を必要とする人たちに迅速
かつ直接に支援を届けたいと思い、ウクライナの
ロータリーに連絡を取ってみることにしました。日
本の複数のロータリーからも、ウクライナ語がわ
かる私や親戚に現地のロータリーリーダーとの窓
口となり、具体的にどのような支援が必要とされ
ているのかを尋ねてほしいと頼まれました。ウク
ライナのウォロディミル・ボンダレンコ地区ガバ
ナーと連絡がつながり、広島のロータリーからの
質問を伝えました。また、ドニプロにいるいとこが
現地のロータリーに入会できないかと尋ねまし
た。会員になればロータリーの救援活動に参加で
きるようになると思ったからです。状況の緊急さ
を理解したボンダレンコ地区ガバナーは、すぐに
いとこをキーウ・マルチナショナル・ロータリーに
紹介してくれました。 

 いとこは今、ロータリー会員としてドニプロで

活動しています。 

 私は以前から、広島で
親子のための室内楽コン
サートを時々催していま
したが、今回は急遽、ウク
ライナ支援のためのチャ
リティコンサートとし、バ
イオリニストの息子と、そ
の友人であるピアニスト
の岡野純大さんが演奏することになりました。馴
染みのあるクラシック音楽の曲を披露し、これま
での収益はロータリーを通じてウクライナ支援の
ために寄付しました。 

 3月の当初、200人以上の方が関心を寄せてく
れましたが、新型コロナウイルスの規制により、コ
ンサートの入場者は1回50人までに制限されまし
た。そのため、4月にもっと大きな会場で再度コン
サートを催し、さらに大勢の方に来ていただくこ
とができました。これまでに9回のコンサートを行
い（4月22日時点）、4月30日と5月8日にも開催を
予定しています。現在までに約120万円の収益が
あり、全11回のコンサートの総来場者は約1,000人
になると予想しています。 

 現地の人に直接資金をいち早く届けたいと思
い、1回のコンサートが終わるごとに収益をいとこ
に送り、現地のロータリーを通じて、手術を受けた
人たちの食料・薬・衣服や、避難民のためのマット
レスなどの購入費に充てられました。また、ウクラ
イナで医薬品不足が深刻となっているため、ドイ
ツで医療物資を購入してウクライナ東部に送るこ
とも考えています。資金が現地でどのように活用
されているかは、定期的に報告が届いています。 

 音楽とは、国を問わず誰でも理解できる共通言
語だと思います。コンサートの前、息子は「平和の
祈りを込めて弾く」と言っていました。 

 この戦争をどう終わらせるか、被災者たちをど
う助けられるか。それだけをずっと考えていま
す。ロシア人とウクライナ人の両方の血を引く私
は、ロシア人とウクライナ人は兄弟のようなもの
であり、平和の中で支え合って生きていくべきだ
と信じています。 

      ロータリーボイスへ寄稿 

エレナ・ボンダレンコ（平石） 

【ロータリーボイス】 

平和の祈りを込めたコンサート 
   広島の家族がロータリーを通じてウクライナを支援 



【地区活動報告】 

 森本ガバナーエレクトは、4月1７日（日）和歌山大学で、次年度のための「地区研修・協

議会」を開きました。各クラブから、会長、幹事をはじめ、各委員長など、関係者の464名

が参加。コロナ禍の中、感染防止に対応しての開催となりました。 

 森本ガバナーエレクトの開会点鐘で開始し、中野 次年度研修

リーダーの地区研修・協議会目的、次年度・ガバナーの基本方針、地

区予算案の説明が行われたほか、午後からは部門別に分かれ、担当

の地区委員長から活動方針の説明やディスカッションが行われまし

た。最後に全体会議で部門別協議会報告を行い閉会しました。 

2022-2023年度のための「地区研修・協議会」 



2022学年度の米山記念奨学生入学式とオリエンテーション・カウンセラー研修

が2022年４月10日（日)に和歌山ＪＡビルで開催されました。 

午後1時から、入学式の前に奨学生オリエンテーションとカウンセラー研修会が

並行して行われ、オリエンテーションでは、新本 地区米山学友小委員長奨学生

が「守ること・１年間の行事等」について、続いて、董 涛 学友会会長が「卓話に

ついて」話ました。このほか、学友会についての説明がありました。また、 カウン

セラー研修会では、玉井 地区米山記念奨学委員長の講義が行われました。 

入学式では、森本ガバナーエレクト、玉井 地区米山記念奨学委員長がそれぞ

れ挨拶。確約宣言、米山ピンバッチ贈呈などがおこなわれました。 

2022年度 米山記念奨学生入学式 

      オリエンテーション・カウンセラー研修 

【地区活動報告】 

https://rotary-yoneyama.secure.force.com/siwlogin
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/overseas
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/scholar/homecoming


 地区青少年・ライラ委員会は、4月29日～5月1日、2泊3日行程にて和歌山県
日高郡由良町の和歌山県立「白崎青少年の家」 で第40回ＲＹＬＡ研修セミ
ナーを開きました。 

 コロナウイルス感染症の影響で、ここ数年、開催できていません でしたが、
本年度は感染防止に努めることで、ようやく開催することができました。 

 ＲＹＬＡ研修セミナーは「ロータリー青少年指導者養成プロ グラム」であり
ます。今回は内容の高度化、ハイレベルな実習の実施の観点から、参加対象年
齢を20歳以上とし、第2640地区内の各地から、ロータアクト、同OB、米山記念奨学生、そして一般学
生/社会人の方々の参加を頂きました。 

 初日、受付では、まず、コロナ対策として検温、抗原検査を実施、開校式、オリエンテーションでは、
講師、カウンセラー紹介、RYLAセミナーと施設使用の説明が行われました。基調講演としては川口
先生他3名のアシスタントの方を招き、演題のサバイバルに関する講義を実施いたしました。セミ
ナー生においては講義の内容が特殊な点から大変熱心に興味をもってをもって講師の方の話に聞
き入っておりました。 

 予定ではセミナー期間中の宿泊は、1人/１張のツーリングテントを設営しそこで野営するというも
のでしたが、この日の天候はなんと暴風雨、そして2泊目も天候不順で講師の方の判断で、テント設
営実習のみとなりました。 主催者といたしましては、セミナーの性質から多少のアクシデントのもと
でも宿泊体験させてやりたかったところですが、危機管理の点から講師の方の判断を優先させまし
た。夜は、バーベキューです。調理は共同作業で親交を深め、明日からのプログラム や共同演習に
備えました。その他、主だったプログラムとしては、公助に繋げる「シグナルテクニック」体温の保持
について、野外プログラムとしてテント設営・水の確保について・火おこしについて・食について等を
学びました。 

 2日目に夕食は竹を緊急調理器具とした炊飯とサバイバル飯でした。初日はどこか不慣れ不器用
さが見られたセミナー生ではありましたが、2日目の調理は見事な連携と共同作業で進められ、若さ
の順応性と適応力に我々も感心させられました。最終日については講義終了後、RYLAプログラムと
して、テーマ討論会、発表資料作成後、感想報告レポートを各自作成し、その後、ロータリー学友委員
会総会が行われました。 

 閉校式では、研修生全員に修了書授与され、3日間のセミナーを修了しました。 

 コロナ禍で2年度にわたり開催が出来なかったRYLA研修セミナーでしたが、今回、実施できたこと
を大変うれしく思います。 

 20歳以上と限定致しましたが、募集段階から「20歳以下の参加はできないでしょうか？」と言った
問い合わせもあり、20歳以下へのセミナー企画の設定等の課題も残すところとなり、次年度委員会

へこれらを託したく思います。開催に
ついては多数の方のご協力とご支援
をいただくことが出来ました、委員長
として深く感謝し、お礼申し上げます。
ありがとうございました。 

 次年度またご参加くださいますよう
よろしくお願い致します。 

※ 当初掲載しておりました記事に誤り
等がありました。訂正してお詫び申し
上げます。 

第40回 ＲＹＬＡ研修セミナー      地区青少年・RYLA委員長 橋本 竜也 

【地区活動報告】 



【クラブ活動報告】 

創立３０周年記念式典 
田辺はまゆうロータリークラブ 

 

 田辺はまゆうロータリークラブ（会長 山本 佳弘）は、4月9日(土)ホテルハーヴェス

ト南紀田辺で創立30周年式典を開きました。 

 式典では、記念事業を行った田辺市・闘鶏神社・和歌山県赤十字血液センター紀南出

張所に目録を贈呈するほか、奉仕プロジェクト(山本 敦洋)が、1年間の奉仕事業を読み

上げたほか、財団・米山 功労者を発表しました。この後、第2690地区の松本 祐二PGを

講師に招き、「ポリオ根絶の世界を達成するために」をテーマに基調講演を行いました。 

 

創立85周年記念式典・祝賀会 
和歌山ロータリークラブ 

 

 和歌山ロータリークラブ（会長 知念 章雄）は、4月23日(土)ホテルグランヴィア和歌

山６階ル・グラン で創立85周年式典と祝賀会を開きました。 

 式典は、和歌山出身で小泉内閣の経済、金融、郵政、総務の担当大臣を務めた竹中

平蔵氏を講師に招き、基調講演を行いました。式典終了後は、祝賀会を開き、85周年を

祝いました。 

 また、紀州徳川家の10・11代

藩主ゆかりの陶磁器など12点

を創立85周年を記念して和歌

山市に寄贈しました。 



「米山奨学生との絆」ネパールの子どもに衣類を寄贈 
 

粉河ロータリークラブ 

【クラブ活動報告】 

創立50周年記念式典・祝賀会 
堺東ロータリークラブ 

 

 堺東ロータリークラブ（会長 奥野 眞一）は、4月24日(日)ホテル・アゴーラ・リージェ

ンシー大阪堺で創立50周年式典を開きました。 

 オープニングイベントの花柳流、 花柳 翠寧々 師範 による日本舞踊

で幕が開きました。 式典では、記念事業の報告、記念事業を行った堺

商工会議所 時計塔設置の

ほか、堺市28か所のこども

食堂への支援金の目録を贈呈しました。ま

た、永年在籍50年、入会以来皆出席会員の

表彰、歴代会長へ記念

品を贈呈しました。この

ほか、クラブ奉仕賞、ロータリー財団、米山功労者を表彰しました。

また、記念講演は、南港病院 院長補佐 医学博士の城戸 哲夫氏を

講師に招き、「新型コロナウイルス感染症との長い闘い」-民間病院

外来医からのメッセージ– と題し、講演を行いました。 

 粉河ロータリークラブは創立５５周年記念事業の一

環として、ガールスカウト和歌山県第１０団と協賛し、ネ

パールの子どもたちに衣類を寄贈しました。この事業

は、２０１７学年度に受け入れた米山記念奨学生バラタウ

ラ・ジャムナさん（ネパール）の「母国の子供たちを支援

したい」という願いから始まりました。彼女とは修了後

も交流が続いており、現在は結婚して宮城県仙台市に

住んでいます。この母国への熱い思いを聞き、我々も

支援しようと検討を重ね記念事業として進めました。 

 寄贈する衣類の収集や箱詰め作業等をガールスカウト和歌山県第10団が行い、粉河ロータリーク

ラブは輸送を担当しました。ネパールでの配布作業は、ジャムナさんのご家族が３月２３～２４日にイ

ベントを企画して、「孤児の施設」及び彼女の実家周辺の子ども達に配布して頂きました。 

 両日とも、ご家族総出での作業となりましたが、衣類を受け取った子供たちの笑顔が嬉しかったと

聞いています。 

 またジャムナさんは、２００人分（１食分）の食事代を施設に送金されました。衣類を配布した施設、そ

して彼女のご家族からもお礼のメッセージが届いています。これからもネパールとの交流を深められ

るよう願っています。 



【クラブ活動報告】 

第13回公開例会を開催 

           松原ロータリークラブ 

 我が松原ロータリークラブでは、例年１月か
ら３月ごろに「公開例会」を社会奉仕の一環と
して開催しております。地域の皆様のお役に立
てるトピックと講師をお呼びして楽しんでもら
う事を第一に、岩間公開例会実行委員長をは
じめ、当クラブ会員、アクト会員達も一致団結し
て開催にあたります。 

 今年で第13回を迎える公開例会ですが、昨
年はコロナ禍の為残念ながら中止となりまし
た。今年も新型コロナ感染者は依然高推移し不
安な中準備をしておりましたが、3月22日まん
延防止等重点措置全面解除を受け、会場での
感染対策（会場入口での検温・消毒・人数制限）
をしながらの開催実施を決断し今年は昨年度
予定だった内容を引き継ぎ「松原市歌から歴
史かがやく郷土を知ろう」 （右参照）として開
催する事が出来ました。 

 当日4月3日は会場の中に居るのがもったい
ないくらいの天候になりました。12時ごろから
お客様が集まり始め検温、消毒に協力してもら
いながら開始時刻には130名ほどの来場を数
えました。 

 豊岡ガバナー、藤井パストガバナーを始めロータリアンの皆様、当市のご来賓の皆様も多
数ご来場いただきまして誠に感謝いたします。 

 地域に関連性の高い題材の為、近隣の方、特
に当市で生まれ育った私のような者には非常
に関心のおける内容をお届け出来たのではな
いかと存じます。細かい内容は割愛しますが、
松原市には反正天皇の時代に都があった。今も
昔も松原は「ジャンクション」として交通の要所
など。「史跡・古墳・街道・社寺」などの題材をと
てもユニークにお話して頂いたと思います。 

 スライドを操作しながらの私も楽しかったで
す。 

 これからも地域社会への奉仕としてこの公
開例会を盛り上げていきます！ 

（松原ロータリークラブ 楠原） 

（左から岩間実行委員長、脇田当クラブ会長、 

講師の西田様、豊岡ガバナー、藤井パストガバナー） 



ロータリークラブへの入会 
変化を生み出すロータリーの力の源は、世界46,000以上のクラブで活動する

140万人の会員。友情で結ばれた会員は、地元での草の根の活動から、大規模

な世界的活動まで、幅広く取り組んでいます。 

入会できそうな友人、知人を是非お知らせください。新会員を紹介できるのは、現会

員のみとなります。自分のクラブの会長、幹事、増強委員長にご連絡ください。 













 

 

 

  ガバナー月信の表紙写真をご提供ください。 

 第2640地域内でご自身が撮影された写真（著作物の利用を許可できる作品）を
ご提供ください。 

 風景など、地域の様子をご紹介していただける写真(データ）をお願いします。 

 なお、ご提供が多数ある場合は、編集会議で協議し、決めさせていただきますの
で、予め、ご了解ください。 何卒、ご協力をお願い申し上げます。 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : toyooka@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


